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Cぬ暉 箋 劇 黎 ぬ 選 範 ぬ 餞 あ 減 褻 =徴二 嵐C それやつたら立派なダムが出来ないから。
C流れる !
T びや―つと流れちゃったらいかんから、石で重しするのか。なあるほど。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1976、 pp.42 - 47
倉澤栄吉「これからの説明文教材の指導」『教育科学国語教育』L210、明治図書、1975、pp.5
-12
澤本和子・野田光子『授業リフレクション研究の発展下説明的文章の授業で「イメージを
喚起する読みJはどうあるべきか一』『山梨大学教育学部附属教育実践研究指導センタ
ー研究紀要』2、 1994・、pp.73-80
渋谷孝『国語教育基本論文集成 15巻/国語科理解教育論 (5)説明文教材指導論Ⅱ』明
治図書、1994
森田信義「説明的文章指導論の史的研究Ⅶ―小日迪夫氏の『説明的文章教材の授業改革論』
を中心に一」『広島大学大学院教育学研究科紀要』第一部・第49号、20∞、pp.95-104
森田信義「説明的文章指導論の史的研究Ⅷ一西郷竹彦氏の理論を中心に一」『広島大学大
学院教育学研究科紀要』第一部・第50号、2001、pp:101■■0
1行40字、1頁40行、1頁あたり1600字、400字換算196枚。
(換算式 40字×4o行×49頁÷400字=196枚)
‐49¨
謝 辞
本研究を進めるにあたり、指導教官の吉川芳則先生には、いつも大変熱心にご指導をし
ていただきました。そして、研究がなかなか進まない私を、いつも笑顔で励ましてくださ
いました。
先生からは、研究に関する指導にとどまらず、研究することの意義や教育者としての研
究に対する姿勢、考え方などの多くのことを学ばせていただきました。
主任指導教官の堀江祐爾先生をはじめ、言語系教育分野の先生方には、講義などにおい
て、多くのご指導、ご示唆をいただきました。謹んで感謝の意を表します。
言語系教育分野の院生の皆様には、多くの相談に乗っていただき、研究に関する示唆を
いただくとともに、精神面で日々支えていただきました。ともに語り合い、学び合い、励
まし合つた2年間は、私の大きな財産となりました。
また、吉りII研究室の皆様には、たくさんの刺激をいただくとともに、論文提出において
は大変お世話になりました。深く感謝しております。
2年間の研究の成果を、このような論文にまとめることができましたのも、皆様の温か
いお力添えがあったからこそと感謝の気持ちでいっぱいです。
今後は、本研究の成果と大学院での経験を子どもたちのために生かし、実践と研究を積
み重ねていく所存です。
今後ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
岸岡 聡子
